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参加者募集中� 全国市議会議長会

第１回「研究フォーラム」開催
テーマ「地方議会と市民参加」

８月３日、日比谷公会堂で

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
の
代
表

は
６
月
１９
日
、
総
務
省
で
開
催
さ

れ
た
「
地
方
財
政
に
関
す
る
総
務

大
臣
・
地
方
六
団
体
会
合
」
に
出

席
し
た
。
本
会
か
ら
は
副
会
長
の

松
井
貞
衞
・
松
戸
市
議
会
議
長
が

出
席
し
、
政
府
部
内
で
議
論
さ
れ

て
い
る
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
な

ど
に
つ
い
て
、
竹
中
平
蔵
・
総
務

大
臣
ほ
か
総
務
省
幹
部
ら
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

会
合
で
は
、
財
政
制
度
等
審
議

会
（
財
務
相
の
諮
問
機
関
）
が
６

月
１４
日
に
示
し
た
「
歳
出
・
歳
入

一
体
改
革
に
向
け
た
基
本
的
考
え

方
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
地
方
交

付
税
の
法
定
率
引
き
下
げ
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

六
団
体
は
「
国
の
一
方
的
な
視
点

に
よ
る
交
付
税
の
削
減
論
で
あ

る
」
と
強
い
懸
念
を
示
し
た
。

ま
た
、
同
審
議
会
が
提
示
し
て

い
る
地
方
単
独
事
業
の
削
減
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
の
根
本
で
あ
る

同
事
業
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
地

方
自
治
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
す

る
も
の
と
指
摘
。
地
方
分
権
の
流

れ
に
逆
行
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
総
務
相
に
理
解
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
会
合
で
は
総
務
省
側

か
ら
、
公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止

後
の
政
策
金
融
制
度
設
計
案
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
同
案
で

は
、
�
公
庫
を
平
成
２０
年
度
に
廃

止
�
地
方
公
共
団
体
が
共
同
し
て

資
金
調
達
の
新
組
織
を
自
ら
設
立

�
新
組
織
が
個
々
の

地
方
公
共
団
体
に
貸

付
�
公
庫
の
資
産
・

負
債
は
新
組
織
に
移

管
・
管
理
�
地
方
公

共
団
体
が
主
体
的
に
運
営
�
国
は

必
要
な
法
制
度
を
整
備
―
―
を
新

た
な
枠
組
み
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
案
に
つ
い
て
、
本
会
の
松

井
副
会
長
は
、
概
ね
地
方
六
団
体

の
要
望
に
沿
っ
た
制
度
設
計
で
あ

る
と
一
定
の
評
価
を
示
し
た
う
え

で
、
新
組
織
設
置
の
法
的
枠
組
み

の
構
築
が
明
確
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
具
体
的
に

明
記
す
る
よ
う
求
め
た
。

竹
中
大
臣
（
右
写
真
）
と
松
井

本
会
副
会
長（
左
写
真
の
右
端
）

ら
地
方
六
団
体
代
表

全国市議会議長会は、来る８月３日、第１回「研究フォ
ーラム」を開催します。このフォーラムは、地方分権改革
の進展や市町村合併により、都市に対し基礎的自治体とし
ての役割が一層期待されるなか、市民の負託と信頼に的確
に応えるべく、議会のさらなる機能向上策について研究す
ることを目的としています。
会場のお席には、まだ余裕がありますので、皆さまのご
参加をお待ちしております。

◆日 時：平成１８年８月３日（木）１３：００～１６：３０
◆場 所：日比谷公会堂（東京都千代田区）
◆テ ー マ：「地方議会と市民参加」
◆講演内容：
�基調講演：北川正恭（早稲田大学大学院教授）
�パネルディスカッション
コーディネーター：磯崎初仁（中央大学法学部教授）
パネリスト
飯尾 潤（政策研究大学院大学教授）
世古一穂（NPO研修・情報センター代表理事）
中西晴史（日本経済新聞社編集委員）
中森愼二（四日市市議会議長）

◆参 加：無 料（正副議長、議員、職員など）
※人数制限なし。定員になり次第受付終了

◆申 込 み：全国市議会議長会法制 TEL０３―３２６２―２３０３

標標
準準
市市
議議
会会
会会
議議
規規
則則
等等

のの
改改
正正
をを
検検
討討

本本
会会

全
国
市
議
会
議
長
会
は
６
月
２８

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
、

第
２
回
「
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
標
準
市
議
会
会
議
規
則

等
検
討
会
」
を
開
い
た
。

検
討
会
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
に
伴
い
「
標
準
市
議
会
会
議
規

則
」「
標
準
市
議
会
委
員
会
条
例
」

の
改
正
に
関
す
る
検
討
を
行
う
た

め
５
月
に
設
置
。
会
長
市
及
び
部

会
長
市
の
議
会
事
務
局
長
（
計
１０

市
）
で
構
成
さ
れ
る
。

会
議
で
は
本
会
事
務
局
か
ら
、

委
員
会
の
議
案
提
出
権
、
電
磁
的

記
録
に
よ
る
会
議
録
の
作
成
、
専

門
的
知
見
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
、
会
議
規
則
等
の
一
部
改
正
案

（
素
案
）
を
提
示
し
、
具
体
的
な

検
討
を
行
っ
た
。
本
年
９
月
を
目

途
に
改
正
し
た
会
議
規
則
等
を
取

り
ま
と
め
る
予
定
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1621号７月５日平成18年
（2006年）

７月５日現在の市数
８０２市

うち

指定都市 １５市

中核市 ３６市

特例市 ３９市

一般市 ６８９市

特別区 ２３区

歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
で

地方六団体

交交
付付
税税
のの
一一
方方
的的
削削
減減
反反
対対

竹
中
総
務
大
臣
と
会
合

大竹 邦実

（１） 平成１８年７月５日 第１６２１号



年次
有給休

暇の取得促進！

計計

画画
表表 のの 活活 用用

等等

取取

得得しし
ややすすいい環環境境作作りり

連連

続続休休
暇暇等等のの取取得得促促進進

行

事

予

定

議

会

人

事

Ｅ
Ｕ
２５
カ
国
で
「
欧
州
排
出
権

取
引
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１

年
強
が
過
ぎ
た
。
こ
れ
は
２０
メ
ガ

ワ
ッ
ト
以
上
の
燃
焼
施
設
な
ど
大

規
模
な
二
酸
化
炭
素
発
生
源
を
対

象
に
排
出
枠
を
設
け
、
余
剰
分
や

不
足
分
を
市
場
で
売
買
可
能
と
す

る
も
の
。
す
な
わ
ち
排
出
削
減
が

そ
の
ま
ま
企
業
の
利
益
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。
競
争
原
理
を
働
か

せ
な
が
ら
総
量
を
規
制
す
る
環
境

問
題
対
策
と
し
て
、
世
界
の
注
目

を
集
め
て
い
る
。

こ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に
、
日
本

で
も
２
０
０
５
年
度
か
ら
環
境
省

に
よ
る
自
主
参
加
型
の
試
行
事
業

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
第
１
期
に

は
３２
社
が
参
加
。
折
か
ら
の
原
油

価
格
高
騰
も
あ
い
ま
っ
て
、
省
エ

ネ
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
り
組
み
が
大
き
く
進
展
し
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
注
目
し
て
い

る
の
は
、
工
場
を
抱
え
る
メ
ー
カ

ー
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
大
手
証

券
会
社
は
、
「
排
出
権
」
を
将
来

に
わ
た
っ
て
固
定
価
格
で
買
い
上

げ
る
約
束
を
し
た
債
券
を
発
売
し

た
。
投
資
家
は
、
こ
れ
を
購
入
す

る
こ
と
で
、
間
接
的
に
企
業
の
環

境
問
題
へ
の
努
力
を
後
押
し
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

政
府
と
し
て
の
統
一
し
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
整
備
が
遅
れ
る
一
方
、

各
業
界
が
環
境
自
主
行
動
計
画
を

進
め
て
い
る
現
状
は
、
「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
好
機
と
い
う

見
方
も
で
き
る
。

平成１９年度版

「「全全国国都都市市のの特特色色ああるる施施策策集集」」
のの原原稿稿作作成成ににごご協協力力をを！！

本会では４年ごとに「全国都市の特色ある
施策集」を刊行しています。今回のテーマは
「くらし ふれあい まちづくり」とし、１９年
４月の刊行を予定しています。
掲載内容の充実を図るため、全国の８０２市

区（１８年４月１日現在）を対象に、施策集の
原稿作成をお願いすることになりました。
各市議会事務局の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。
なお、依頼文は６月３０日付で、各市議会事

務局長宛てに送付しております。
原稿提出締切日：１８年８月３１日
問合せ先：全国市議会議長会

ふる やま

調査広報部 担当 古山
TEL０３―３２６２―５２３７

総務省

年次有給休暇を積極的に活用しましょう！

▽
７
月
１３
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部

会

長

会

議
（
午

前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）
・
会

計
監
査
（
午
後
３
時
半
、
同
）

▽
７
月
１４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
会
計
監
査

（
午
前
１０
時
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
）
・
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
（
午
前
１１
時
、
同
）

・
理
事
会
（
午
後
１
時
、
全
共

連
ビ
ル
）

▽
７
月
１４
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
後
３
時
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
７
月
１９
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
７
月
１９
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委
員

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
７
月
２４
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
後
３
時
、

盛
岡
市
）

▽
７
月
２４
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
正
副
会
長
会
議
（
午
後
４

時
、
松
戸
市
）

休暇使用計画書
の作成・活用

休暇の計画的使用を指導

上司が率先して
休暇を取得

部下に休暇を
取るよう勧める

夏季における１週間以上
の連続休暇取得

月曜日又は金曜日に
休暇取得

家族の記念日に
休暇取得

管理職員は、年次有給休暇を取得し
やすい環境整備に努めてください。

▼
議
長

▽
津

中
川
�
幸
（
２
・
１６
）

▽
士
別

岡
田
久
俊
（
５
・
１１
）

▽
南
足
柄

碓
井

晃
（
５
・
１１
）

▽
甲
斐

今
村
正
城
（
５
・
１１
）

▽
春
日
部

中
川

朗
（
５
・
１１
）

▽
日
高

高
木
泰
文
（
５
・
１１
）

▽
東
金

石
�
公
一
（
５
・
１１
）

▽
藤
枝

�

正
義
（
５
・
１１
）

▽
瀬
戸

藤
井
篤
保
（
５
・
１１
）

▽
江
南

小
林
弘
子
（
５
・
１１
）

▽
高
山

島
田
政
吾
（
５
・
１１
）

▽
美
濃

児
山
廣
茂
（
５
・
１１
）

▽
御
所

下
村
紘
一
（
５
・
１１
）

▽
美
馬

小
林
一
郎
（
５
・
１１
）

▽
三
好

中
岡
幸
敬
（
５
・
１１
）

▽
西
条

�
橋
和
壽
（
５
・
１１
）

▽
臼
杵

武
生
博
明
（
５
・
１１
）

▽
鹿
屋

西
薗
孝
行
（
５
・
１１
）

▽
台
東

高
柳
良
夫
（
５
・
１２
）

▽
高
崎

松
本
基
志
（
５
・
１２
）

▽
豊
川

鈴
川
智
彦
（
５
・
１２
）

▽
蒲
郡

大
場
久
充
（
５
・
１２
）

▽
高
浜

寺
田
正
人
（
５
・
１２
）

▽
熊
野

中
田
悦
生
（
５
・
１２
）

▽
山
県

久
保
田

�
（
５
・
１２
）

▽
明
石

住
野
勝
美
（
５
・
１２
）

▽
笠
岡

山
本
健
三
（
５
・
１２
）

▽
高
松

綾
野
和
男
（
５
・
１２
）

▽
伊
那

下
島
省
吾
（
５
・
１５
）

▽
府
中
（
東
京
）

林

辰
男
（
５
・
１５
）

時の話題 排
出
量
取
引
制
度

Ｅ
Ｕ
で
開
始
１
年
、日
本
で
は
？

第１６２１号 平成１８年７月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



▽
豊
橋

夏
目
忠
男
（
５
・
１５
）

▽
津
島

津
田
秀
吉
（
５
・
１５
）

▽
鈴
鹿

市
川
義
�
（
５
・
１５
）

▽
羽
島

奥
田
三
郎
（
５
・
１５
）

▽
高
槻

新
家
末
吉
（
５
・
１５
）

▽
門
真

風

古
波
（
５
・
１５
）

▽
彦
根

岩
崎
国
次
（
５
・
１５
）

▽
小
野

松
井
精
史
（
５
・
１５
）

▽
大
和
郡
山

矢
野
友
洋
（
５
・
１５
）

▽
宇
陀

小
林
一
三
（
５
・
１５
）

▽
海
南

久
保
田
正
直
（
５
・
１５
）

▽
善
通
寺

山
田
省
三
（
５
・
１５
）

▽
新
居
浜

白
�
愛
一
（
５
・
１５
）

▽
小
郡

内
野
哲
朗
（
５
・
１５
）

▽
対
馬

波
田
政
和
（
５
・
１５
）

▽
出
水

井
手
正
弘
（
５
・
１５
）

▽
砺
波

江
守
俊
光
（
５
・
１６
）

▽
綾
瀬

山
岸
篤
郎
（
５
・
１６
）

▽
矢
板

関

清
（
５
・
１６
）

▽
下
野

大
島
将
良
（
５
・
１６
）

▽
掛
川

加
藤
一
司
（
５
・
１６
）

▽
岩
倉

岸

孝
之
（
５
・
１６
）

▽
四
日
市

中
森
愼
二
（
５
・
１６
）

▽
岐
阜

藤
沢
昭
男
（
５
・
１６
）

▽
枚
方

大
槻
哲
也
（
５
・
１６
）

▽
富
田
林

奥
田
良
久
（
５
・
１６
）

▽
寝
屋
川

北
野
志
郎
（
５
・
１６
）

▽
四
條
畷

平
野
美
治
（
５
・
１６
）

▽
大
阪
狭
山

冨
永
清
史
（
５
・
１６
）

▽
相
生

赤
松
友
一
（
５
・
１６
）

▽
た
つ
の

竹
内

豊
（
５
・
１６
）

▽
三
木

米
澤
修
二
（
５
・
１６
）

▽
府
中
（
広
島
）

戸
成
義
則
（
５
・
１６
）

▽
土
佐

�
田
太
蔵
（
５
・
１６
）

▽
三
鷹

石
井
良
司
（
５
・
１７
）

▽
伊
勢
崎

金
井
秋
雄
（
５
・
１７
）

▽
秩
父

須
田

博
（
５
・
１７
）

▽
袋
井

大
庭
通
嘉
（
５
・
１７
）

▽
半
田

杉
江
義
明
（
５
・
１７
）

▽
豊
田

水
野
慶
一
（
５
・
１７
）

▽
碧
南

鍔
本
達
朗
（
５
・
１７
）

▽
尾
張
旭

渡
辺
欣
聖
（
５
・
１７
）

▽
豊
明

小
倉
紀
之
（
５
・
１７
）

▽
日
進

山
田
芙
美
夫
（
５
・
１７
）

▽
岸
和
田

稲
田
悦
治
（
５
・
１７
）

▽
泉
大
津

松
本

仁
（
５
・
１７
）

▽
八
尾

林

洋
雄
（
５
・
１７
）

▽
高
石

中
山

均
（
５
・
１７
）

▽
藤
井
寺

田
中
義
秋
（
５
・
１７
）

▽
大
津

中
江
忠
洋
（
５
・
１７
）

▽
天
草

宮
下
重
康
（
５
・
１７
）

▽
国
東

猪
俣
俊
雄
（
５
・
１７
）

▽
狭
山

田
村
秀
二
（
５
・
１８
）

▽
佐
倉

檀
谷
正
彦
（
５
・
１８
）

▽
浜
松

寺
田
昌
弘
（
５
・
１８
）

▽
犬
山

大
脇
伸
孔
（
５
・
１８
）

▽
中
津
川

中
島
敏
明
（
５
・
１８
）

▽
鳥
羽

世
古
安
秀
（
５
・
１８
）

▽
大
和
高
田

戸
谷
隆
史
（
５
・
１８
）

▽
坂
出

東
山
光
徳
（
５
・
１８
）

▽
貝
塚

小
西
憲
二
（
５
・
１９
）

▽
福
知
山

小
野
喜
年
（
５
・
１９
）

▽
山
口

武
田
寿
生
（
５
・
１９
）

▽
美
祢

徳
並
伍
朗
（
５
・
１９
）

▽
上
越

山
岸
行
則
（
５
・
２２
）

▽
三
条

村
上
幸
一
（
５
・
２２
）

▽
名
古
屋

岡
本
善
博
（
５
・
２２
）

▽
池
田

小
林
一
夫
（
５
・
２２
）

▽
能
代

藤
原
良
範
（
５
・
２３
）

▽
藤
岡

吉
田
達
哉
（
５
・
２３
）

▽
姫
路

西
田
啓
一
（
５
・
２３
）

▼
副
議
長

▽
津

坪
井
年
明
（
２
・
１６
）

▽
士
別

山
居
忠
彰
（
５
・
１１
）

▽
魚
津

河
�
直
通
（
５
・
１１
）

▽
横
須
賀

山
下

薫
（
５
・
１１
）

▽
南
足
柄

渡
辺
昭
治
（
５
・
１１
）

▽
甲
斐

名
取
國
士
（
５
・
１１
）

▽
春
日
部

内
田
勝
康
（
５
・
１１
）

▽
日
高

駒
井
貞
夫
（
５
・
１１
）

▽
東
金

今
関
正
美
（
５
・
１１
）

▽
富
津

竹
内

洋
（
５
・
１１
）

▽
藤
枝

岡
嵜
匡
志
（
５
・
１１
）

▽
瀬
戸

長
江
公
夫
（
５
・
１１
）

▽
高
山

木
本
新
一
（
５
・
１１
）

▽
美
濃

佐
藤
好
夫
（
５
・
１１
）

▽
御
所

奥

泰
司
（
５
・
１１
）

▽
美
馬

�
山
泰
章
（
５
・
１１
）

▽
三
好

平
岡
進
治
（
５
・
１１
）

▽
西
条

近
藤
達
也
（
５
・
１１
）

▽
臼
杵

大
嶋

薫
（
５
・
１１
）

▽
鹿
屋

森
園
一
美
（
５
・
１１
）

▽
台
東

青
柳
雅
之
（
５
・
１２
）

▽
高
崎

富
沢
徳
好
（
５
・
１２
）

▽
豊
川

波
多
野

年
（
５
・
１２
）

▽
蒲
郡

鈴
木
八
重
久
（
５
・
１２
）

▽
江
南

岩
田
一
洋
（
５
・
１２
）

▽
高
浜

岡
本
邦
彦
（
５
・
１２
）

▽
熊
野

山
本
洋
信
（
５
・
１２
）

▽
山
県

横
山
善
道
（
５
・
１２
）

▽
明
石

寺
岡
登
史
（
５
・
１２
）

▽
笠
岡

齋
藤
重
雄
（
５
・
１２
）

▽
高
松

妻
鹿
常
男
（
５
・
１２
）

▽
上
山

佐
藤
良
平
（
５
・
１５
）

▽
伊
那

原

浩
（
５
・
１５
）

▽
府
中
（
東
京
）

村
崎
啓
二
（
５
・
１５
）

▽
勝
浦

黒
川
民
雄
（
５
・
１５
）

▽
豊
橋

大
沢
初
男
（
５
・
１５
）

▽
津
島

津
田
秀
幸
（
５
・
１５
）

▽
鈴
鹿

大
谷

徹
（
５
・
１５
）

▽
羽
島

味
岡

弘
（
５
・
１５
）

▽
高
槻

久
保

隆
（
５
・
１５
）

▽
門
真

今
田
哲
哉
（
５
・
１５
）

▽
彦
根

北
村

收
（
５
・
１５
）

▽
小
野

加
島

淳
（
５
・
１５
）

▽
宇
陀

中
山
一
夫
（
５
・
１５
）

▽
海
南

寺
脇
寛
治
（
５
・
１５
）

▽
善
通
寺

氏
家
寿
士
（
５
・
１５
）

▽
新
居
浜

二
ノ
宮

定
（
５
・
１５
）

▽
小
郡

成
富
一
典
（
５
・
１５
）

▽
出
水

堀
口
文
治
（
５
・
１５
）

▽
砺
波

林

忠
男
（
５
・
１６
）

▽
矢
板

大
谷

勇
（
５
・
１６
）

▽
下
野

岩
永
博
美
（
５
・
１６
）

▽
掛
川

水
野

薫
（
５
・
１６
）

▽
岩
倉

横
江
英
樹
（
５
・
１６
）

▽
四
日
市

川
村
幸
康
（
５
・
１６
）

▽
岐
阜

大
野

通
（
５
・
１６
）

▽
枚
方

小
野
裕
行
（
５
・
１６
）

▽
富
田
林

鳴
川

博
（
５
・
１６
）

▽
四
條
畷

岡
山

毅
（
５
・
１６
）

▽
大
阪
狭
山

北
村
栄
司
（
５
・
１６
）

▽
大
和
郡
山

田
村

俊
（
５
・
１６
）

▽
相
生

盛

耕
三
（
５
・
１６
）

▽
た
つ
の

三
里
茂
一
（
５
・
１６
）

▽
三
木

廣
田
清
政
（
５
・
１６
）

▽
府
中
（
広
島
）

棗
田
澄
子
（
５
・
１６
）

▽
美
祢

南
口
彰
夫
（
５
・
１６
）

▽
土
佐

久
保
直
和
（
５
・
１６
）

▽
黒
石

後
藤
光
春
（
５
・
１７
）

▽
三
鷹

丹
羽
秀
男
（
５
・
１７
）

▽
伊
勢
崎

須
永
武
久
（
５
・
１７
）

▽
秩
父

宮
田
勝
雄
（
５
・
１７
）

▽
袋
井

久
保
田
龍
平
（
５
・
１７
）

▽
半
田

大
竹
つ
い
子
（
５
・
１７
）

▽
豊
田

河
合
芳
弘
（
５
・
１７
）

▽
碧
南

宮
田
裕
之
（
５
・
１７
）

▽
尾
張
旭

森

和
実
（
５
・
１７
）

▽
豊
明

堀
田
勝
司
（
５
・
１７
）

▽
日
進

渡
�
明
子
（
５
・
１７
）

▽
岸
和
田

中
井
良
介
（
５
・
１７
）

▽
泉
大
津

肥
田
公
二
（
５
・
１７
）

▽
八
尾

藤
井

勉
（
５
・
１７
）

▽
寝
屋
川

宮
本
正
一
（
５
・
１７
）

▽
高
石

清
水
明
治
（
５
・
１７
）

▽
藤
井
寺

花
岡
信
子
（
５
・
１７
）

▽
大
津

�
田
範
久
（
５
・
１７
）

▽
天
草

田
中

茂
（
５
・
１７
）

▽
国
東

安
見

蔚
（
５
・
１７
）

▽
狭
山

栗
原

武
（
５
・
１８
）

▽
佐
倉

小
林
右
治
（
５
・
１８
）

▽
浜
松

丸
井
通
晴
（
５
・
１８
）

▽
中
津
川

伊
佐
治
由
行
（
５
・
１８
）

▽
鳥
羽

木
下
行
保
（
５
・
１８
）

▽
大
和
高
田

植
田
龍
一
（
５
・
１８
）

▽
坂
出

瀬
戸
隆
照
（
５
・
１８
）

▽
貝
塚

宮
本
高
志
（
５
・
１９
）

▽
福
知
山

芦
田

廣
（
５
・
１９
）

▽
三
原

下
西
勝
彦
（
５
・
１９
）

▽
山
口

山
根
幹
夫
（
５
・
１９
）

▽
上
越

古
澤

弘
（
５
・
２２
）

▽
三
条

西
川
重
則
（
５
・
２２
）

▽
名
古
屋

橋
本
静
友
（
５
・
２２
）

▽
犬
山

山
田
拓
郎
（
５
・
２２
）

▽
池
田

難
波

進
（
５
・
２２
）

▽
能
代

山
谷
公
一
（
５
・
２３
）

▽
藤
岡

山
田
朱
美
（
５
・
２３
）

▽
姫
路

蔭
山
敏
明
（
５
・
２３
）

▽
目
黒

俵

一
郎
（
５
・
２４
）

▼
事
務
局
長

▽
下
野

小
林
昌
巳
（
１
・
１０
）

▽
津

野
崎
精
一
（
２
・
１６
）

▽
三
好

栗
下
廣
志
（
３
・
１
）

▽
留
萌

武
田
秀
一
（
４
・
１
）

▽
陸
前
高
田

戸
羽
伸
一
（
４
・
１
）

▽
山
形

芳
賀
賢
二
（
４
・
１
）

▽
か
す
み
が
う
ら

芝
山
唯
光
（
４
・
１
）

▽
那
須
塩
原千

本
木
武
則
（
４
・
１
）

▽
日
高

中
山
正
則
（
４
・
１
）

▽
浜
松

鈴
木
利
房
（
４
・
１
）

▽
掛
川

鳥
井

暹
（
４
・
１
）

▽
袋
井

山
本
淳
司
（
４
・
１
）

▽
四
日
市

金
森
伸
夫
（
４
・
１
）

▽
中
津
川

小
池
和
�
（
４
・
１
）

▽
美
濃

吉
田
金
義
（
４
・
１
）

▽
岸
和
田

西
田
義
則
（
４
・
１
）

▽
富
田
林

道
籏
安
幸
（
４
・
１
）

▽
美
馬

青
木
市
夫
（
５
・
１１
）

▽
能
代

三
澤
弘
文
（
５
・
２３
）

（３） 平成１８年７月５日 第１６２１号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
の
正
副
会
長
と
相
談

役
は
６
月
２９
日
、
平
成
１９
年
度
基

地
対
策
関
係
予
算
の
増
額
確
保
を

求
め
、
概
算
要
求
に
向
け
た
要
望

運
動
を
実
施
し
た
。
当
日
は
、
額

賀
�
志
郎
・
防
衛
庁
長
官
を
は
じ

め
、
谷
垣
禎
一
・
財
務
大
臣
、
中

川
秀
直
・
自
由
民
主
党
政
務
調
査

会
長
、
井
上
義
久
・
公
明
党
政
務

調
査
会
長
ら
に
面
談
し
た
。

特
に
今
回
は
重
点
事
項
と
し

て
、
総
務
省
所
管
の
基
地
交
付
金

と
調
整
交
付
金
の
増
額
等
を
要

求
。
両
交
付
金
は
、
３
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
固
定
資
産
税
評
価
替
え

実
施
年
度
の
翌
年
度
に
、
増
額
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
年
度

が
、
こ
の
評
価
替
え
の
年
度
に
該

当
し
て
い
る
た
め
、
来
年
度
に
つ

い
て
も
増
額
措
置
を
講
じ
る
よ
う

求
め
る
と
と
も
に
、
基
地
交
付
金

の
対
象
資
産
の
範
囲
を
自
衛
隊
が

使
用
す
る
全
資
産
に
拡
大
す
る
よ

う
求
め
た
。

ま
た
、
防
衛
施
設
庁
所
管
の
特

定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付

金
も
、
基
地
・
調
整
両
交
付
金
と

合
わ
せ
、
３
年
ご
と
に
増
額
さ

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
来
年
度

に
つ
い
て
も
増
額
措
置
を
講
じ

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
市
町
村
合
併
の

影
響
や
基
地
所
在
に
伴
う
特
殊

な
財
政
需
要
に
よ
り
、
基
地
関

係
市
町
村
の
行
財
政
運
営
が
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
訴
え

た
う
え
で
、
普
通
交
付
税
や
特

別
交
付
税
の
拡
充
、
地
方
債
起

債
枠
の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
求

め
た
。

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市の
議会ニュース、市政ニュース等を募
集しています。全国でもめずらしい
条例の制定や各市の先進的な施策の
取り組み事例の資料、写真などの提
供をお待ちしています。

（送付・問い合わせ先）
〒１０２―００９３
東京都千代田区平河町２―４―２
全国市議会議長会 調査広報部
旬報担当まで
TEL ０３（３２６２）５２３７
FAX ０３（３２６３）５７５１

地
域
に
密
着
し
、
安
全
・
便
利

・
快
適
で
、
人
と
環
境
に
や
さ
し

い
公
共
交
通
を
目
指
し
て
平
成
１８

年
４
月
２９
日
に
、
富
山
ラ
イ
ト
レ

ー
ル
・
富
山
港
線
が
開
業
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本

が
運
行
し
て
い
た
路
線
を
富
山
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
が
引
き
継
ぎ
、
日
本

初
の
本
格
的
な
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代

型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
と
し
て

再
出
発
し
た
も
の
で
す
。

富
山
市
で
は
、
今
後
の
人
口
減

少
や
超
高
齢
社
会
の
到
来
等
に
対

応
す
る
た
め
、
鉄
軌
道
を
は
じ
め

と
す
る
公
共
交
通
を
活
性
化
さ

せ
、
そ
の
沿
線
に
居
住
、
商
業
、

業
務
、
文
化
等
の
諸
機
能
が
集
積

す
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
富
山

港
線
の
路
面
電
車
化
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

運
行
本
数
の
大
幅
な
増
便
、
運
行

時
間
帯
の
延
長
、
新
駅
の
設
置
な

ど
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も

安
心
し
て
乗
降
で
き
る
全
低
床
車

両
の
導
入
や
環
境
に
配
慮
し
た
振

動
・
騒
音
を
抑
え
る
制
振
軌
道

（
樹
脂
固
定
軌
道
）
の
採
用
、
ス

ム
ー
ズ
な
乗
降
と
運
賃
収
受
の
た

め
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
、
車

両
・
電
停
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な

ど
に
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
導
入

し
て
お
り
、
全
国
か
ら
大
変
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
富
山
港
線
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
化
を
機
会
に
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
を
活
用
し
、

１
�
沿
線
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

▽
駅
前
広
場
や
駐
輪
場
の
整
備

▽
フ
ィ
ー
ダ
バ
ス
の
運
行

▽
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

２
�
沿
線
駅
周
辺
の
住
宅
促
進

▽
高
齢
者
優
良
賃
貸
住
宅
の
促
進

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
の
促
進

３
�
岩
瀬
浜
地
区
に
お
け
る
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
促
進

▽
散
策
路
の
整
備

▽
古
い
街
並
み
の
保
存
・
活
用

▽
休
憩
施
設
の
整
備

―
―
な
ど
に
よ
り
、
総
合
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
北
陸
新
幹
線
富
山
駅
の

整
備
や
富
山
駅
付
近
連
続
立
体
交

差
事
業
に
あ
わ
せ
て
、
中
心
市
街

地
を
走
る
既
存
の
路
面
電
車
と
接

続
さ
せ
る
こ
と
で
、
本
市
の
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割

を
果
す
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
富
山
市
提
供
）

基
地
・
調
整
両
交
付
金
の
増
額
を

概
算
要
求
に
向
け
要
望
―
基
地
協

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
・
富
山
港
線

日
本
初
の
本
格
的
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
発
車

富
山
市
（
富
山
県
）

市市 政政
ニニュューースス

全低床車両（愛称：ポートラム）

中川自民党政調会長（左）と面談のもよう

谷垣財務大臣（中央）と面談する実行運動班

開業１番電車の出発式

第１６２１号 平成１８年７月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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